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1. 教育行政 

(1) 教育委員会 

教育行政を執行するため教育委員会を設置する。 

教育委員会は、教育長及び４人の委員をもって組織する合議制の執行機関である。 

教育長及び教育委員は、当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育行政に関し

識見を有するもののうちから、地方公共団体の長が議会の同意を得て、任命する。 

教育長の任期は３年、委員の任期は４年であり、再任することができる。 

教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表する。また、教育委員会の権限に属するすべての

事務をつかさどり、事務局の事務を総括し、所属職員を指揮監督する。 

(2) 教育長及び教育委員 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
令和 4年 7 月 １日現在 

  
役職名 氏  名 任    期 

教育長 仲村 宗男 令和 4 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 

教育長 
職務代理者 

桃原 修 令和 2 年 12 月 25 日～令和 6 年 12 月 24 日 

委  員 知念 菜穂子 令和元年  7 月  1 日～令和 5 年 6 月 30 日 

委  員 仲村 和也 令和 3 年 12 月 26 日～令和 7 年 12 月 25 日 

委  員 下地 美幸 令和 4 年  7 月  1 日～令和 8 年 6 月 30 日 

下地 美幸 

(委 員) 
仲村 和也 

(委 員) 

仲村 宗男 

(教育長) 
桃原 修 

（教育長職務代理者） 

知念 菜穂子 

(委 員) 
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(3) 教育委員会の会議 

教育委員会の会議は、月１回の定例会と臨時に開催される臨時会があり、令和 3 年４月 1 日から令和４年３

月 31 日までの会議開催数、付議件数とその内容は次のとおりである。 

① 開催数   定例会 12 回   臨時会 0 回   合計 12 回       

② 件 数 

付  議  案  件 定 例 会 臨 時 会 計 

人事、服務関係について 2 0 ２ 

条例、規則等の制定、改廃について 24 ０ 24 

附属機関等の委員の任命、委嘱について 7 ０ 7 

予算関係について 8 ０ 8 

その他 2 ０ 2 

合     計 43 0 43 

 

(4) 歴代教育長 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

氏    名 期          間 

知 念 俊 吉 昭和 47 年 5 月 15 日～昭和 50 年 6 月 15 日 

多和田 真 祐 昭和 50 年 7 月 4 日～昭和 54 年 4 月 2 日 

宮 城 豊 吉 昭和 54 年 5 月 7 日～昭和 54 年 7 月 31 日 

宮 里 敏 行 昭和 54 年 9 月 13 日～昭和 62 年 3 月 31 日 

比 嘉 定 英 昭和 62 年 4 月 1 日～平成 3 年 3 月 31 日 

花 城 清 英 平成 3 年 4 月 1 日～平成 6 年 6 月 30 日 

普天間 朝 智 平成 6 年 7 月 22 日～平成 8 年 5 月 31 日 

高 宮 城  昇 平成 8 年 7 月 26 日～平成 12 年 7 月 7 日 

宮 城 義 昇 平成 12 年 10 月 3 日～平成 16 年 10 月 2 日 

普天間 朝 光 平成 16 年 10 月 5 日～平成 20 年 10 月 4 日 

宮 城 茂 雄 平成 21 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日 

玉 城 勝 秀 平成 25 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 

知 念 春 美 平成 28 年 4 月 1 日～令和  4 年 3 月 31 日 

仲 村 宗 男 令和 4 年 4 月 1 日～令和  7 年 3 月 31 日 
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(5) 教育委員会の沿革  

年 月 日 事            項 

昭 27. 2.28 

3.17 

4. 1 

 4 

  

昭 29. 3.27 

昭 31. 3.26 

昭 32. 3. 3 

 

昭 33. 3.  

昭 34. 3. 9 

 

昭 36. 3. 9 

昭 38. 3. 8 

昭 40. 3. 9 

 4. 1 

  昭 41.     

昭 42. 3. 1 

昭 43. 4. 1 

昭 44 .3.13 

 

4. 1 

28 

9. 5 

昭 45.1.   

4. 1 

昭 46. 3.             

16 

4. 1 

昭 47. 4. 1 

5.14 

5.15 

  

 

 

12.25 

昭 48. 3. 

4. 1 

  

5. 3 

6. 3 

 10.   

18 

12. 3 

昭 49. 4. 1 

布令第 66 号による琉球教育法公布 

布令第 70 号区教育委員並びに教育区会計係特別選挙法公布 

琉球教育法公布により、初等学校を小学校に、中等学校を中学校に改称 

宜野湾村教育委員会発足 

委員長に知念清一、委員に古波蔵信雄、前田英吉、儀間仁栄、仲村オチヨが就任 

教育委員の前田英吉退任により、又吉亀助就任 

教育委員の又吉亀助、古波蔵信勇退任により、石川栄良、桃原正賢就任 

布令第 165 号による新教育法公布 

教育委員の桃原正賢退任により、島袋全一就任 

教育委員の儀間仁栄、仲村オチヨ退任により、仲村春勝、屋嘉比盛長就任 

教育委員の知念清一、屋嘉比盛長退任により、高橋清幸、稲福仁正就任 

委員長に仲村春勝、委員に石川栄良、島袋全一、高橋清幸、稲福仁正 

教育委員の稲福仁正退任により、玉城宗吉就任 

教育委員の高橋清幸退任により、古波蔵信雄就任 

教育委員の玉城宗吉、古波蔵信勇退任により、崎間健一郎、桃原正賢就任 

大山学校給食センター開設 

教育税廃止 

教育委員の島袋全一退任により、仲本正重就任 

大山幼稚園、嘉数幼稚園開園 

教育委員の桃原正賢退任により、知念俊吉就任 

委員長に知念俊吉、委員に石川栄良、仲村春勝、崎間健一郎、仲本正重 

普天間第二小学校が普天間小学校より分離開設 初代校長に登川義明就任 

教育委員の崎間健一郎退任により、比嘉憲永就任 

宜野湾学校給食センター開設 

嘉数中学校屋内運動場完成 

普天間幼稚園が開園 

嘉数小学校校舎建築 

教育委員の仲村春勝退任により、宮城豊吉就任 

宜野湾幼稚園が開園 

普天間第二幼稚園開園 

「教育委員法」に基づく教育区制度廃止 

本土復帰に伴い、宜野湾区教育委員会が宜野湾市教育委員会となる 

本土復帰により、教育委員任命制となる 

委員長に仲本正重、委員に石川栄良、比嘉憲永、宮城豊吉、知念俊吉 

教育委員会の機構改革により、事務局に総務課、教育課を置き、初代教育長に知念俊吉就任 

普天間中学校屋内運動場完成 

嘉数中学校校舎建築 

教育委員の仲本正重、石川栄良退任により米須清與、宮城孝吉就任 

委員長に米須清與、委員に宮城豊吉、比嘉憲永、宮城孝吉、知念俊吉 

復帰記念沖縄特別国民体育大会「若夏国体」開催 

教育委員の米須清與退任 

宜野湾幼稚園園舎建築 

教育委員に松川正義就任 

大山小学校屋内運動場完成 

教育委員に松川正義再任 

委員長に宮城孝吉、委員に松川正義、比嘉憲永、宮城豊吉、知念俊吉 
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年 月 日 事            項 

昭 50. 3.17 

4. 1 

  

5. 1 

6.15 

27 

7. 4 

昭 51. 3.25 

4. 1 

 

  

昭 52. 3.13 

31 

4.1 

  

昭 53. 3.28 

31 

4. 1 

6. 1 

  

昭 54. 3.31 

 4. 1 

 

  

 4. 2 

 5. 7 

 7. 1 

31 

9. 7 

  

13 

昭 55. 3.31 

4. 1 

6.25 

7. 8 

9. 1 

7 

昭 56. 3.31 

6.29 

  

3 

7.1 

9.3 

昭 57. 4. 1 

宜野湾小学校及び普天間小学校屋内運動場完成 

教育委員に宮城孝吉再任 

委員長に松川正義、委員に宮城豊吉、比嘉憲永、宮城孝吉、知念俊吉 

普天間第二学校給食センター開設 

教育委員（教育長）の知念俊吉退任 

教育委員に多和田真祐任命 

教育長に多和田真祐任命 

嘉数小学校屋内運動場完成 

教育委員に宮城豊吉再任 

委員長に宮城孝吉、委員に松川正義、宮城豊吉、比嘉憲永、 

多和田真祐、大謝名小学校・幼稚園開校初代校長に伊佐常英就任 

普天間第二小学校屋内運動場完成 

教育委員の比嘉憲永任期満了により退任 

教育委員に崎間健一郎任命、教育委員に多和田真祐再任 

委員長に宮城孝吉、委員に松川正義、宮城豊吉、崎間健一郎、多和田真祐 

大謝名小学校屋内運動場完成 

教育委員の松川正義任期満了により退任 

委員長に宮城豊吉、委員に崎間健一郎、宮城孝吉、多和田真祐 

教育委員に花城清善任命 

普天間小学校校舎建築 

教育委員の宮城孝吉任期満了により退任 

教育委員に宮里敏行任命 

委員長に宮里敏行、委員に花城清善、崎間健一郎、宮城豊吉、 

多和田真祐、真志喜中学校開校初代校長に我如古盛仁就任 

教育委員（教育長）の多和田真祐辞任 

教育長に宮城豊吉任命 

教育委員に知花幸至任命 

教育委員（教育長）の宮城豊吉辞任 

教育委員長に花城清善任命、委員に知花幸至、崎間健一郎、 

宮城豊吉、宮里敏行 

教育長に宮里敏行任命 

教育委員の宮城豊吉任期満了により退任 

機構改革に伴い保健体育課が新設される 

真志喜中学校屋内運動場完成 

教育委員に諸喜田哲夫任命 

真志喜学校給食センター開設 

教育委員長に花城清善再任,委員に知花幸至、崎間健一郎、諸喜田哲夫、宮里敏行 

教育委員の崎間健一郎、知花幸至任期満了により退任 

教育委員に知花幸至(再任)、恵敏行任命、教育委員長職務 

代理者に知花幸至就任 

宜野湾市立嘉数高台プール完成 

宜野湾市立グラウンド完成 

宜野湾小学校プール完成 

志真志小学校開校初代校長に宮城真英就任 

志真志幼稚園開園 
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年 月 日 事            項 

昭 57. 6. 1 

  

12.25 

昭 58. 3. 7 

15 

4. 1 

 

6. 1 

  

昭 59. 4. 1 

7. 8 

昭 60. 6.28 

12.1 

  

24 

昭 61. 1.17 

3.14 

18 

25 

 4. 1 

5. 1 

 7. 1 

10.17 

昭 62. 3. 4 

13 

14 

4. 1 

9. 2 

10.25 

12. 1 

昭 63. 1.11 

2. 9 

29 

3. 2 

7. 8 

12. 1 

平 元. 1. 8 

4. 1 

9.12 

25 

12. 1 

24 

平 2. 1. 8 

4. 1 

7. 1 

11. 1 

12. 1 

平 3. 3.31 

教育委員に花城清善再任、教育委員長に花城清善就任 

委員に知花幸至、諸喜田哲夫、恵敏行、宮里敏行 

宜野湾市民会館開館 

志真志小学校屋内運動場完成 

普天間小学校プール完成 

教育委員に宮里敏行再任 

教育長に宮里敏行再任 

教育委員長に花城清善就任 

委員に知花幸至、諸喜田哲夫、恵敏行、宮里敏行 

宜野湾市立中央公民館開館 

教育委員に諸喜田哲夫再任 

教育委員の知花幸至、恵敏行任期満了により退任 

教育委員長に諸喜田哲夫就任 

委員に花城清善、宮里敏行 

教育委員に普天間朝英、天久勇吉任命 

宜野湾中学校校舎完成 

嘉数小学校プール完成 

普天間中学校校舎改築 

宜野湾市立体育館完成、宜野湾中学校屋内運動場完成 

宜野湾中学校開校 初代校長に仲村将弘就任 

教育委員長職務代理者に普天間朝英就任 

教育委員に宮城武雄任命 

宜野湾中学校屋外運動場照明施設完成 

宜野湾中学校プール完成 

宜野湾市立野球場完成 

普天間中学校プール完成 

比嘉定英教育長に任命 

第 42 回国民体育大会「海邦国体」（夏季大会）開催 

第 42 回国民体育大会「海邦国体」（秋季大会）開催 

教育委員長に宮城武雄就任 

宜野湾市立多目的屋内運動場完成 

大謝名小学校プール完成 

真志喜中学校プール完成 

パソコンによる個別学習の導入 

教育委員に諸喜田哲夫再任 

教育委員長に宮城武雄再任 

年号昭和から平成に変わる 

宜野湾市公共施設管理公社設立 

衆議院沖特委による普天間第二小学校視察来市 

嘉数小学校屋外運動場照明施設完成 

教育委員長に諸喜田哲夫就任 

教育委員に普天間朝英、天久勇吉再任 

委員長職務代理者に天久勇吉就任 

宜野湾市立教育研究所設置 

教育委員に宮城武雄再任 

普天間中学校屋外運動場照明施設完成 

教育委員長に天久勇吉就任、教育委員長職務代理者に普天間朝英就任 

志真志小学校プール完成 
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年 月 日 事            項 

平 3.3.31  

 

4. 1 

9.21 

11.27 

11.30 

12. 1 

16 

平 4. 1..       

5. 1 

7. 8 

平 4.12. 1 

平 5. 3.22 

平 5.12. 1 

  

23 

24 

  

平 6. 1. 5 

3.18 

6. 3 

  

7. 1 

 

  

22 

10. 2 

平 7. 2.24 

28 

3. 1 

4. 1 

7. 1 

平 8. 3.31 

  

5.31 

7. 1 

7 

8 

26 

平 9. 7.1 

12.23 

24 

  

平 10. 1.28 

7. 1 

12.24 

平 11. 1.18 

2.15 

嘉数中学校内運動場柔剣道場完成 

教育委員（教育長）の比嘉定英任期満了により退任 

教育長に花城清英任命 

宜野湾市立体育館空調設備設置 

宜野湾市民図書館開館 

大山小学校校舎改築完成 

教育委員長に天久勇吉就任、教育委員長職務代理者に普天間朝英就任 

大山小学校プール完成 

真志喜中学校屋外運動場照明施設完成 

機構改革に伴い、二部体制実施（教育部、指導部） 

教育委員に諸喜田哲夫再任 

教育委員長に天久勇吉就任、教育委員長職務代理者に普天間朝英就任 

大山小学校屋内運動場改築 

教育委員長に宮城武雄就任、教育委員長職務代理者に 

諸喜田哲夫就任 

教育委員の普天間朝英任期満了により退任 

教育委員に天久勇吉再任 

教育委員に伊佐ハツ任命 

宜野湾小学校校舎改築 

嘉数中学校プール完成 

教育委員長の宮城武雄任期満了により退任 

教育委員（教育長）の花城清英辞任 

教育委員長に天久勇吉就任、教育委員長職務代理者に 

諸喜田哲夫就任 

教育委員に普天間朝智任命 

教育長に普天間朝智任命 

教育委員に知名定昭任命 

普天間幼稚園園舎改築 

嘉数幼稚園園舎改築 

普天間中学校屋内運動場改築 

教育委員に知名定昭再任 

教育委員長に天久勇吉再任、教育委員長職務代理者に知名定昭就任 

普天間第二幼稚園園舎改築、普天間第二小学校校舎及び 

屋内運動場改築普天間第二小学校プール完成 

教育委員（教育長）の普天間朝智辞任 

教育委員長に天久勇吉再任、教育委員長職務代理者に伊佐ハツ就任 

教育委員の諸喜田哲夫任期満了により退任 

教育委員に玉那覇仁、高宮城昇任命 

教育長に高宮城昇任命 

教育委員長に天久勇吉再任、教育委員長職務代理者に伊佐ハツ就任 

教育委員の天久勇吉、伊佐ハツ任期満了により退任 

教育委員に仲本實、伊佐好子任命 

教育委員長に知名定昭再任、教育委員長職務代理者に玉那覇仁就任 

宜野湾小学校屋内運動場改築 

教育委員に玉那覇仁任命 

教育委員長に玉那覇仁就任 

教育委員長職務代理者に仲本實就任 

長田幼稚園園舎完成長田小学校校舎及び屋内運動場完成 
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年 月 日 事            項 

4. 1 

  

6. 1 

12.24 

平 12. 4. 1 

7. 7 

9 

10. 3 

12.24 

平 13. 3.30 

10.31 

12.23 

24 

  

25 

平 14. 1.31 

3. 3 

3.15 

4. 5 

6. 3 

7. 1 

9. 1 

平 15. 1.15 

8.29 

11.14 

平 16. 1.15 

3.15 

24 

26 

4.19 

21 

3 

6.14 

10. 2 

5 

平 17. 1.16 

4.12 

18 

12.23 

26 

平 18. 1.16 

2.24 

4. 1 

  

 

  6.30 

7. 3 

長田小学校開校初代校長に奥間輝夫就任、長田幼稚園開園 

教育委員の知名定昭任期満了により退任、教育委員に桃原隆任命 

宜野湾市立博物館開館 

教育委員長に玉那覇仁再任、教育委員長職務代理者に仲本實就任 

教育部に施設課を設置 

教育長の高宮城昇、任期満了により退任 

国際平和子どもサミットＩＮぎのわん開催 

教育委員に宮城義昇任命、教育長に宮城義昇任命 

教育委員長に仲本實就任、教育委員長職務代理者に伊佐好子就任 

宜野湾幼稚園園舎改築 

大謝名小学校校舎改築 

教育委員の仲本實任期満了により退任 

教育委員の伊佐好子再任 

教育委員に宮城朝春任命 

教育委員長に桃原隆就任、教育委員長職務代理者に伊佐好子就任 

嘉数幼稚園園舎増改築完成 

宜野湾市民図書館移動図書館「ちゅらゆめ号」巡回開始 

宜野湾小学校水泳プール改築完成 

大謝名小学校地域学校連携施設完成 

教育委員の玉那覇仁任期満了により退任 

教育委員に嘉手苅喜郎任命 

はごろも学習センター開所 

教育委員長に伊佐好子就任、教育委員長職務代理者に宮城朝春就任 

内閣府より構造改革特別区域計画「宜野湾市英語教育特区」の認定を受ける 

大山学校給食センター増改築完成 

教育委員長に嘉手苅喜郎就任、教育委員長職務代理者に宮城朝春就任 

教育委員会事務所バリアフリー施設整備完成 

長田小学校校舎増築 

普天間第二小学校総合遊具設置 

「宜野湾市英語教育特区」普天間小学校、志真志小学校にて英語授業開始 

宜野湾市立グラウンド全天候型へ改修 

宜野湾学校給食センター改築 

幼稚園預かり保育開始（普天間第二幼稚園、志真志幼稚園） 

教育長の宮城義昇任期満了により退任 

教育委員に普天間朝光任命、教育長に普天間朝光任命教育委員に新垣英子任命 

教育委員長に嘉手苅喜郎再任、教育委員長職務代理者に新垣英子就任 

幼稚園預かり保育 4園に拡大（普天間幼稚園、普天間第二幼稚園、志真志幼稚園、宜野湾幼稚園） 

「宜野湾市英語教育特区」市内全小学校英語授業開始 

教育委員の宮城朝春、伊佐好子任期満了により退任 

教育委員に玉寄澄子、佐渡山美智子任命 

教育委員長に嘉手苅喜郎再任、教育委員長職務代理者に新垣英子就任 

大謝名幼稚園園舎増改築 

幼稚園預かり保育 6園に拡大 

（H16 普天間第二幼稚園、志真志幼稚園、 H17 普天間幼稚園、宜野湾幼稚園、 

H18 大山幼稚園、大謝名幼稚園） 

教育委員長の嘉手苅喜郎、任期満了により退任 

教育委員に玉城勝秀任命 
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年 月 日 事            項 

18 

平 19. 4. 1 

 

  

7.18 

8.10 

9.28 

8.22 

平 20. 7.18 

9. 3 

10. 4 

6 

12.22 

平 21. 3.30 

4. 1 

7.18 

21 

12.25 

26 

平 22. 1.29 

5.17 

6.30 

7. 1 

18 

8. 1 

12. 1 

平 23. 3. 5  

7.18 

28 

11. 3 

平 24. 3.29 

7.18 

9. 5 

12.21 

25 

平 25. 3.31 

4. 1 

7.18 

12.25 

26 

平 26. 3.20 

4. 1 

1 

教委育委員長に玉城勝秀就任、教育委員長職務代理者に新垣英子就任 

幼稚園預かり保育全園に拡大（H16 普天間第二幼稚園、志真志幼稚園、H17 普天間幼稚園、宜野湾 

幼稚園、H18 大山幼稚園、大謝名幼稚園、 H19 嘉数幼稚園、長田幼稚園） 

幼稚園 2 年保育モデル事業スタート（嘉数幼稚園、長田幼稚園） 

教育委員長に玉寄澄子就任、教育委員長職務代理者に新垣英子就任 

宜野湾市民図書館インターネット蔵書検索システム開始 

嘉数中学校校舎改築 

大山給食センター増築 

教育委員長に玉寄澄子就任、教育委員長職務代理者に新垣英子就任 

市民会館舞台照明改修工事完了 

教育委員長職務代理者の新垣英子、教育長の普天間朝光、任期満了により退任 

教育委員長職務代理者に佐渡山美智子就任 

教育委員に高江洲善勝任命 

市民図書館入退館システム導入事業完了 

教育委員に宮城茂雄任命、教育長に宮城茂雄任命 

教育委員長に高江洲善勝就任 

教育委員長職務代理者に佐渡山美智子就任 

教育委員長職務代理者の佐渡山美智子、教育委員の玉寄澄子、任期満了により退任 

教育委員長職務代理者に上原助勝就任 

嘉数小学校校舎増改築 

(仮称)大山小学校分離新設校、幼稚園の基本構想、基本計画の策定 

教育委員の玉城勝秀退任 

教育委員に島崎映子、宮城典子任命 

教育委員長に上原助勝就任、教育委員長職務代理者に高江洲善勝就任 

平成 22 年度全国高等学校総合体育大会（アーチェリー、卓球）開催 

宜野湾中学校校舎大規模改造 

宜野湾市立博物館友の会発足 

教育委員長に上原助勝再任、教育委員長職務代理者に島崎映子就任 

大山小学校分離新設校の名称をはごろも小学校、幼稚園に決定同校の通学区域を設定 

宜野湾市民図書館開館 20 周年記念式典開催 

真志喜中学校校舎改築 

教育委員長に島崎映子就任、教育委員長職務代理者に宮城典子就任 

宜野湾市民図書館「授乳室」設置工事 

教育委員の高江洲善勝、任期満了により退任 

教育委員に我謝修任命 

教育長の宮城茂雄、任期満了により退任 

教育委員に玉城勝秀任命、教育長に玉城勝秀任命 

教育委員長に宮城典子就任教育委員長職務代理者に我謝修就任 

教育委員の上原助勝、任期満了により退任 

教育委員に宮城邦子任命 

はごろも小学校校舎・幼稚園園舎完成 

はごろも小学校開校 初代校長に高森新一就任、はごろも幼稚園開園 

新三学期制度実施 幼稚園 2年保育全園に拡大 
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年 月 日 事            項 

 平 26. 6.30 

 7. 1 

1 

3．19 

平 27. 4. 1 

 

7. 1 

8.   

11. 1 

14 

平 28. 1.22 

3.31 

4. 1 

18 

11.20 

12.24 

12.25 

平 29. 4. 1 

 

21 

22 

5.2 

11.29 

12.25 

26 

平 30.3.20 

4.3 

6.30 

7. 1 

平 31.4. 1 

4.25 

令元 5.1 

6．1 

30 

7. 1 

.10 

令 2.3.27 

12.24 

25 

令 3.3 

    

 

3.29 

8.   

12.25 

26 

      11.3 

教育委員長の宮城典子、教育委員の島崎映子、任期満了により退任 

教育委員長に我謝修就任、教育委員長職務代理者に宮城邦子就任 

教育委員に平良明子、諸喜田徹任命 

宜野湾市立博物館「博物館登録原簿」登録 

宜野湾学校給食センター調理業務等民間委託 

子ども子育て支援新制度施行 

教育委員長に宮城邦子就任、教育委員長職務代理者に諸喜田徹就任 

宜野湾市教育振興基本計画の策定 

ぎのわん教育の日 制定 

「ぎのわん教育の日」制定記念大会 

宜野湾市教育大綱策定 

教育長の玉城勝秀退任 

教育長に知念春美就任 

教育長職務代理者に諸喜田徹就任 

「ぎのわん教育の日」第 1 回表彰式典及び記念講演会 

教育委員の我謝修、任期満了により退任 

教育委員に大城進任命 

宜野湾市立はごろも学校給食センター 供用開始 

大山学校給食センター、はごろも学校給食センター調理業務等民間委託 

教育長職務代理者に平良明子就任 

宜野湾市立博物館常設展示室リニューアルオープン 

沖縄国際大学との連携調印式 

志真志幼稚園園舎完成 

教育委員の宮城邦子、任期満了により退任 

教育委員に石川正信任命 

志真志小学校体育館完成 

教育長職務代理者に大城進就任 

教育委員の諸喜田徹、任期満了により退任 

教育委員に普天間みゆき任命 

教育長に知念春美再任 

教育長職務代理者に石川正信就任 

年号平成から令和に変わる 

宜野湾市立博物館開館 20 周年記念 

教育委員の平良明子、任期満了により退任 

教育委員に知念菜穂子任命 

志真志小学校校舎改築 

教育長職務代理者に普天間みゆき就任 

教育委員の大城進、任期満了により退任 

教育委員に桃原修任命 

第二次宜野湾市教育振興基本計画の策定 

宜野湾市民会館特定天井等改修 

宜野湾市民会館舞台機構改修、車いす専用駐車場整備 

教育長職務代理者に知念菜穂子就任 

第二次宜野湾市教育大綱策定 

教育委員の石川正信、任期満了により退任 

教育委員に仲村和也任命 

宜野湾市民図書館開館 30 周年記念イベント 
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令 4 .2.28 

3.30 

3.31 

 4. 4. 1 

 

4.13 

宜野湾市立博物館企画展示室壁面展示ケース取付け工事 

教育長職務代理者に桃原修就任 

教育長の知念春美退任 

教育長に仲村宗男就任 

スポーツに関する事務（学校における体育に関することを除く）を市長部局へ移管 

大謝名小学校体育館、水泳プール完成 

 (6) 第四次宜野湾市総合計画 基本構想 

人がつながる 未来へつなげる ねたてのまち 宜野湾 

○未来を担う子ども達の健全な成長を支援する体制の整備を進めます。 

○宜野湾市の魅力の創出及び発信に取り組みます。 

○基地の早期返還を求め、安全で快適な日常生活ができる環境づくりを進めます。 

○今後の宜野湾市を牽引する人材の育成を進めます。 

以上４つのまちづくりの方向性を掲げ、活気にあふれ、豊かで住みよいまちを目指す。 

 

(7) 第二次宜野湾市教育振興基本計画 基本理念 

「基本理念」とは、令和３年度から令和７年度までの５年間に推進する本市教育の基本的な考え方と目指すべ

き姿を示したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
国の第３期教育振興基本計画は、今後の社会の方向性として、「自立」「協働」「創造」の三つの理念の実現に向

けた生涯学習社会の構築を第２期教育振興計画より継承しています。 

本市においても、第一次である「宜野湾市教育振興基本計画（平成 28 年度～令和２年度）」に引き続き、「自立」「協

働」「創造」を基軸とした教育施策を推進していきます。 

 

 

本市には３つの高等学校や、近隣を含めた３つの大学、専門学校やコンベンションセンターが立地し、多様な人が

行き来する国際性豊かなまちです。第四次宜野湾市総合計画では、将来都市像を「人がつながる 未来へつなげる 

ねたてのまち宜野湾」と掲げ、活気にあふれ、豊かで住みよいまちを目指しています。 

このような多くの高等教育機関を身近に感じ、これらの機関と連携、協力して様々な教育活動を推進していくこと

のできる教育的優位性を活かしながら、本計画では、子どもたちが自ら学び、自ら考えるなど、知・徳・体の調和のと

れた力「生きる力」を基本としつつ、その理念をさらに発展させ、社会を構成し運営するとともに、自立した一人の人

間として力強く生きていくための総合的な力「人間力」を高めていきます。その中で、モデルとなる大人が社会でどの

ように生き、何が必要とされているのかを見せることによって学ぶことの意義を子どもたちに伝えるような環境づくり

が大切です。 

学校・家庭・地域が学びや活動をとおして、つながり、支え合いながら成長することにより、「人間力」を高め、夢の

実現に向けて未来を切り拓くことのできる人材、そして地域から世界につながり活躍できる人材の育成を目指しま

す。  

◇基本理念◇ 

学び合い、未来を切り拓く人材の育成 
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(8) 計画の基本方向 

基本理念を踏まえつつ、以下に本計画の３つの基本方向を示します。 

 
  

•宜野湾市の教育の中心には子どもたちがいます。未来を生きる子ども

たち誰もが自立した一人の人間として夢に向かって力強く生きていくと

ともに、社会の一員として役割を果たすことができる「未来を担う人間

力」を身に付けることは大切です。自らが主体的に課題を解決できる

知・徳・体の調和のとれた「生きる力」の育成を目指します。

（１）生きる力を育む

”ひとづくり”

•子どもたちのまわりには学校があります。子どもたちだけではなく、

その成長を支える保護者や地域の人たちも学校を支援しながら、学びや

生きがいづくりにつなげていきます。また、全ての教師が教育の専門家

として成長できるよう支援し、学校に関わる人たちが交流や活動をとお

して連携、協力することにより地域に開かれた魅力ある学校づくりを目

指します。

（２）学校に関わる人たちが活動をとおしてつながる

”学校づくり”

•大人自身も教養や趣味の世界を広げ、豊かな学びと人間性を培えるよ

う市民へ学習機会の提供をしていくとともに、市民が地域社会とつなが

るための多様な社会参加の場を創りだし、活動をとおした人材育成を推

進し、地域へ還元していく仕組みづくりに取り組みます。大人も子ども

も地域を知り、つながり、学び、行動していくこと、そして今を生きる

人たちとつながるだけでなく、未来へつながるまちづくりを目指しま

す。

（３）地域が学びをとおしてつながる

”まちづくり”
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(9) 計画の基本目標 

 

 

 

 
子どもたちが社会の様々なことに興味・関心をもって自らすすんで学習に取り組むとともに、学びによって習

得した知識・技能を活用する力、他者と協働するためのコミュニケーション力・語学力、異文化に対する理解や

日本人としてのアイデンティティを培っていくなど、グローバル化を見通した人材育成は重要な視点です。子ども

たちが体験活動をとおして学ぶ楽しさを感じたり、自立心を培うなど、意欲の向上につなげる取組を推進します。 

また、子どもたち一人一人が自らの将来について夢や希望を持つことは、学ぶ意義を認識したり、学習意欲の

向上、学習習慣の定着につながることから、子どもたちの視野を将来にまで広げ、サポートするため、キャリア

教育の充実を図り、生涯にわたって学び続ける姿勢を身につける教育活動を進めます。 

 

 

 

 

自他の違いを認め、年齢の違う人、障がいのある人、外国人など異なる文化や価値観を持った人たちと共に

生きるための豊かな心や、社会の一員としての規範意識など、社会性を育む教育活動に取り組むとともに、い

じめや不登校、児童生徒の問題行動の未然防止、早期対応を行うため教育相談体制の充実を図ります。 

また、たくましく生きるための健やかな体を育む教育を進めるとともに、学校給食を通して正しい食生活への理

解と望ましい食習慣の形成を図るよう食育への取組を推進します。 

 

 
 

 

子どもたちを取り巻く環境は、情報化、価値観の多様化も含めてどんどん変化しており、学校は、これまで以

上に様々な課題を抱えていることから、学校が地域とともに学校づくりをしていくことが必要です。また、地域も

急激な社会変化の中で支え合いやつながりが希薄化しており、地域住民自ら地域を創っていくという「主体的な

意識」への転換が必要となっています。学校と地域が相互の連携・協働により、学校づくり、地域づくりを進め、

一体となって子どもたちの成長を支えるため、コミュニティ・スクール、地域学校協働活動を推進します。 

さらに、地域住民、社会教育関係団体、ＮＰＯ、大学生など様々な人材を活用しながら、学校や公民館、子ど

もの身近な場所で体験や交流活動、学習支援を行うなど、地域ぐるみで子どもを育成する体制づくりに取り組

むとともに、活動を通して、地域の大人の学びや自己実現、生きがいづくりを目指し、学校と地域、地域と地域

をつなぐ取組を推進します。  

基本目標１．確かな学力の向上 

基本目標２．豊かな心・健やかな体の育成 

 

基本目標３．地域と連携した教育活動の充実 
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学校の教育力とは、教職員の実践的指導力といっても過言ではありません。様々な研修プログラムの設定、近

隣大学や地域内外の多様な人々との協働実践を図りながら、校内研修の充実に努めます。 

また、大型提示装置（電子黒板）、学習者用１人１台ＰＣ端末やデジタル教科書等のＩＣＴを活用した授業の活性

化を図ることにより、子どもたちへ、より細かな指導と効果的な授業が展開できるよう、教職員のＩＣＴ活用指導力

向上に努め、授業力の向上を図ります。 

様々な教育課題については、教職員の研究活動への参加促進を図り、課題解決に向けた意欲的な取組を支

援し、成果を広げながら、教職員の人材育成に努めます。 

 

 
 

安全・安心な教育環境を確保することにより、学校の教育力が高められます。子どもたちが事故や犯罪、自然

災害などに巻き込まれないよう通学路や施設の安全点検を実施するなど地域、関係機関と連携して子どもの安

全確保と見守り活動を推進していきます。 

施設などのハード面では、学校施設の耐震化、老朽化対策を進め、学校施設環境の充実を図りながら、地域

施設としての学校の役割を考慮し、避難所としての機能の確保に取り組みます。 

学校のＩＣＴ化の推進については、大型提示装置、学習者用１人１台ＰＣ端末やデジタル教科書等のＩＣＴ機器の

活用を図り、ＧＩＧＡスクール構想の目的である一人一人の個性に合わせた教育の推進、「わかる授業」の充実を

図ります。 

学校図書館については、児童生徒の読書活動の充実と学習支援に向けて学校間や市民図書館との連携・協

力体制を強化した取組を進めます。 

多忙を極める教職員の労働環境の充実に向けては、週１回の「定時退勤日」の設定、部活動休養日や部活動

時間の設定、リフレッシュウィーク及び学校閉庁日の設定の他に、自動音声対応電話機の活用により業務時間

外の電話対応業務の軽減などを図ります。また、社会問題となっている教職員の心因性による休職者の増加に

ついては、産業医や臨床心理士等、専門家を活用したメンタルヘルス対策に努め、教職員の健康保持、増進に

関する取組を推進します。  

基本目標４．教職員の指導力の向上 

 

 

 

基本目標５．教育環境の充実 
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市民一人一人が豊かな人生を過ごしていくためには、生涯をとおして自ら学び深めていくことが大切です。豊か

な学びを創るため、市民図書館や中央公民館など学びの拠点施設を中心とした学習支援や芸術文化、スポー

ツ・レクリエーション活動を推進していきます。 

また、家庭環境の多様化、地域社会の変化にともない、家庭が抱える様々な課題の解決に向けて、親と子の育

ちを支援する学習機会の提供や地域と協力して子どもの望ましい生活習慣の定着を図るなど、家庭の教育力向

上に向けた支援体制の充実を図ります。宜野湾市では大人と子どもが共に学び、学びを広げることにより地域の

つながりを築いていきます。そして地域の子どもたちを地域に貢献する人材に育てることにより次の世代を育成

する世代間循環サイクルを構築していきます。 

さらに、学びをとおした自己実現の支援とともに学習成果を地域社会や学校教育に還元できる地域のキーパ

ーソンを育成するため、「ぎのわん地域づくり塾」の開催や、社会教育関係団体をはじめとする地域活動団体の

育成と活動支援を行っていきます。 

 

 

 

グローバル化の進展にともない人、モノ、情報が行き交い多様な交流が活発化していく中、郷土に誇りと愛着を

持ち、地域とのつながりを大切にしながら国際社会に羽ばたく人材を育成するため、学校の教育課程において郷土

学習の実践を進めるなど、郷土の自然、歴史や文化、偉人などに学び親しむ環境づくりを進めるとともに、将来的

に貴重となる公文書や地域の歴史、文化に関する地域資料を積極的に収集、保存する取組を推進します。 

また、文化財ガイド等の育成に努め、地域資源や人材を活用したまちづくりを推進します。  

基本目標６．生涯をとおした学びの推進 

 

 

 

 

 

基本目標 7．郷土を学びつなぐ環境の充実 
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(10) 施 策 
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(11)  教育委員会事務局等の機構と事務分掌の概要 

 

　

　

　

 

総務課

指導課

施設課

管理係

社会教育係

文化振興係

生涯学習課

管理係

市民図書館

公民館係中央公民館

文化財整備係

奉仕係

指導係

文化財保護係

学芸係

小学校

中学校

公民館講座、社会教育諸学級及び教室、講演会、展示会、運営

審議会等に関すること。

文化財の指定、登録及び保護に関すること。

博物館の管理運営、協議会、市史編集に関すること。

就学援助、特別支援教育就学奨励費、教科書給与事務（教師用

含む）、派遣費補助金、学校創立記念事業補助金に関するこ

と。

予算・決算、議会、監査等、指導部の計画の立案と調整、業務

執行方針と総括に関すること。

学務課 助成係

事業管理係

研修係

支援係

幼稚園

図書館の総合企画立案、文書、設備、備品、調査、広報、図書

館協議会、公印、コンピュータの管理運営等に関すること。

４校　普天間、真志喜、嘉数、宜野湾

幼稚園・学校の設置、施設整備、廃止、補助金等に関するこ

と。

管理係

管理係

文化財の保存整備と保護助成に関すること。

芸術文化の振興、市民会館の維持管理運営及び貸館、文化団体

への支援等に関すること。

学務係

３学校給食センターの統括に関すること。

社会教育及び生涯学習振興の調査・研究、学習情報提供、社会

教育関係団体の育成、視聴覚教育、レクリェーション、成人

式、社会教育委員等に関すること。

教員の研究・研修、適応指導教室、教育相談に関すること。

就学事務等、学齢簿の作成・保管、通学区域、保健衛生、健康

診断、学校保健、備品、警備、ゴミ処理、災害共済に関するこ

と。

給食会計係 給食会計等に関すること。

９園　普天間、普天間第二、大山、はごろも、大謝名、嘉数、

志真志、長田、宜野湾

教育の情報化に関すること。

教
育
長

はごろも学習

センター

奉仕計画の立案、図書館資料の貸出等、読書会、書架の整備、

資料複写等に関すること。

教育課程、学習指導、幼稚園、特殊教育、教職員の研修・指

導、学校経営、学校の組織編成、学校の行事、県費職員の人事

等に関すること。

指
導
部

幼児、児童生徒等の教育相談や支援に関すること。

関係機関と連携した問題行動等の未然防止及び改善に関すること。

教
育
委
員
会

９校　普天間、普天間第二、大山、はごろも、大謝名、嘉数、

志真志、長田、宜野湾

市立博物館

幼稚園・学校の維持管理、用途廃止、処分、防音維持費に関す

ること。

教育企画係

総務係

事業管理係

職員の給与、服務、福利厚生、公務災害補償、公印、文書、請

願、育英会等に関すること。

教育委員会の会議、議会、儀式、表彰、公告式、規則等に関す

ること。

予算・決算、監査等、教育部の計画立案と調整、業務執行方針

と総括に関すること。

施設一係
幼稚園・学校の設置、施設整備、廃止、補助金等に関するこ

と。

施設二係

文化課

教
育
部

学校給食

センター
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 (12) 教育委員会職員配置表 
 

令和 4年 5 月 1 日 

    

部 

 

長 

次 

 

長 

課 

 

長 

所 

長 

・ 

館 

長 

主 

幹 

・ 

技 

幹 

係 

 

長 

担
当
主
査 

担
当
技
査 

主 

事 

・ 

主 

査 

技 

師 

・ 

技 

査 

 

保

健   

師 

副 

園 

長 

教 

 

諭 

司 

 

書 

施
設
管
理
員 

合 

 

計 

教 

育 

部 

部   長 1     
   

  
        

 
        1 

総 務 課   〔1〕  
   

  
3   3   1         8 

施 設 課     1  〔2〕
*
  1  2 5 

 
        11 

生涯学習課 
(中央公民館) 

  

  

  

  

 

<1>
*
 

 

 

 
 3  

 

5 

 

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  
9 

文 化 課     1 
   

  
2 1 5   

 
        9 

市立博物館        1 
  
 1   2   

 
        4 

市民図書館       1 
 

 2  3   
 

        6 

小    計 1 1 3 2 2 12 1 20 5 1 0 0 0 0 48 

指 

導 

部 

部   長 (1)     
   

  
        

 
        1 

指 導 課     (1) 
   

  
1 (3) 3   

 
       8 

学 務 課   〔1〕  
   

  
3  5   

 
        9 

 

はごろも学

習センター 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

1 1 
2 

(1)  
  3 

  

 

 

   

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

8 

 

給食センター       1  2   2   
 

        5 

幼稚園(９園)       
   

  
        

 
9 22     31 

小学校(９校)       
   

  
    2   

 
     6 8 

中学校(４校)       
   

  
        

 
       0 

小    計 1 1 1 2 1 9 3 15 0 0 9 22 0 6 70 

合    計 2 2 4 4 3 21 4 35 5 1 9 22 0 6 118 

〔 〕課長兼務 < >*所長・館長兼務 〔 〕*係長兼務 （ ）指導主事  

再任用職員、会計年度任用職員は除く。 
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市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

その他

議会費

総務費

民生費衛生費

土木費

消防費

教育費

公債費 その他

2. 教育財政 

(1）令和４年度一般会計当初予算事項別明細 

 

歳入 
                                    

               単位：千円 
 

 

 
    

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出 
単位：千円 

 

 

 

  

市税 11,774,676 23.6% 

地方交付税 6,122,219 12.3% 

国庫支出金 16,790,420 33.7% 

県支出金 5,054,428 10.1% 

市債 2,322,197 4.7% 

その他 7,806,060 15.7% 

合計 49,870,000 100.0% 

議会費 307,522 0.6% 

総務費 7,046,994 14.1% 

民生費 22,291,378 44.7% 

衛生費 3,801,105 7.6% 

土木費 5,753,013 11.5% 

消防費 888,005 1.8% 

教育費 6,983,903 14.0% 

公債費 2,403,880 4.8% 

その他 394,200 0.8% 

合計 49,870,000 100.0% 
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(2）令和 4 年度教育予算関係の項目 

単位：千円 

款 項 目 名称 本年度 前年度 比 較 伸び率 

10     教育費 6,983,903 5,320,612 1,663,291 31.3% 

  １   教育総務費 1,273,363 1,277,947 △ 4,584 △ 0.4% 

    １ 教育委員会費 3,563 3,597 △ 34 △ 0.9% 

    ２ 事務局費 512,289 517,841 △ 5,552 △ 1.1% 

    ３ 教育指導費 343,229 333,107 10,122 3.0% 

    ４ 学校施設費 414,282 423,402 △ 9,120 △ 2.2% 

  ２   小学校費 2,662,867 1,383,579 1,279,288 92.5% 

    １ 学校管理費 132,812 147,205 △ 14,393 △ 9.8% 

    ２ 教育振興費 204,630 187,489 17,141 9.1% 

    ３ 学校建設費 2,325,425 1,048,885 1,276,540 121.7% 

  ３   中学校費 269,298 200,239 69,059 34.5% 

    １ 学校管理費 37,291 35,374 1,917 5.4% 

    ２ 教育振興費 152,255 160,113 △ 7,858 △ 4.9% 

    ３ 学校建設費 79,752 4,752 75,000 1,578.3% 

  ４   幼稚園費 958,778 815,552 143,226 17.6% 

    １ 幼稚園費 958,778 815,552 143,226 17.6% 

  ５   社会教育費 1,200,893 1,009,350 191,543 19.0% 

    １ 社会教育総務費 251,981 238,138 13,843 5.8% 

    ２ 公民館費 11,023 11,265 △ 242 △ 2.1% 

    ３ 文化費 321,871 385,432 △ 63,561 △ 16.5% 

    ４ 図書館費 118,506 76,837 41,669 54.2% 

    ５ 市史編集費 17,517 26,778 △ 9,261 △ 34.6% 

    ６ 博物館費 30,710 59,531 △ 28,821 △ 48.4% 

    ７ 学習センター費 449,285 211,369 237,916 112.6% 

  ６   保健体育費 618,704 633,945 △ 15,241 △ 2.4% 

    １ 保健体育総務費 47,827 46,638 1,189 2.5% 

    ３ 給食センター費 570,877 587,307 △ 16,430 △ 2.8% 

２     総務費 144,982 518,645 △ 373,663 △ 72.0% 

  １   総務管理費 144,982 518,645 △ 373,663 △ 72.0% 

    ８ 市民会館費 144,982 518,645 △ 373,663 △ 72.0% 

合       計 7,128,885 5,839,257 1,289,628 22.1% 
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育英会事業 

(1) 目 的 

本会は、優秀な人材で経済的理由によって修学困難な者に対し学資を貸与し、その他育英上必要な業務を行

って有為な人材を育成することを目的とする。 

(2) 概 要 

① 名  称：宜野湾市育英会 

② 創立年月：昭和 35 年 4 月 

（昭和 46 年～昭和 53 年まで業務中断。昭和 54 年より松岡配電育英資金を合併し業務再開） 

③ 所 在 地：宜野湾市字野嵩 730 番地（宜野湾市教育委員会総務課内） 

④ 事  業：奨学育英事業（学資【奨学金・入学準備金】の貸与事業） 

入学準備金制度を平成 26 年 11 月より開始 

⑤ 役  員：会長 1 名 副会長 2 名 理事 6 名 書記 1 名  

   会計 1 名 監事 2 名 評議員 16 名 計 29 名 

(3) 貸与・償還 

① 奨学生の資格 

・本市に 3 年以上住所を有する本市民の子弟又は 3年以上住所を有する者であること。 

・学業、操行ともに優秀であり、かつ、健康であって学資の支弁が困難と認められる者であること。 

・学校教育法（昭和 22 年法律第 6号）第 1 条に定める大学（大学院及び短期大学を含む。通信制を除く。）
又は同法第 124 条に定める専修学校のうち修業年限 2年以上の専門課程に在学している学生。（入学準
備金は、入学予定の者） 

② 奨学生の募集人数、募集時期（入学準備金は、平成 26 年 11 月より開始） 

区   分 募集人数 募集時期 

奨 学 金 5 名程度（予算の範囲内において増減） 毎年 4 月～4 月末日 

入学準備金 
前期、後期を合わせて 15 名程度 

（予算の範囲内において増減） 

前期：毎年 6 月～6 月末日 

後期：毎年 11 月～11 月末日 

③ 貸与の区分、期間、金額 

区 分 期 間 金額（年額） 

奨 学 金 

毎年度 6 月から翌年 3月まで 10 ヶ月間貸与 
貸与生の採用年度より最短就業年限の終期まで 

※奨学金の貸与方法は、毎月貸与、年 2 回貸与のい
ずれかを選択 

下記金額より選択 

300,000 円 

400,000 円 

500,000 円 
入学準備金 

前期：7 月から 10 月の期間に貸与（1 回限り） 

後期：12 月から翌年 3月の期間に貸与（1 回限り） 
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④ 償還の区分、期間、金額 

区 分 期 間 金額（月額） 

奨 学 金 貸与が終了した月の 6 ヶ月後から貸与総額を完納するまで 貸与年額の 1/20 

入学準備金 卒業若しくは、退学した月の 6 ヶ月後から貸与額を完納するま
で 

貸 与 額の 1/40 

⑤ 貸与の状況 

 

貸与奨学生総数（令和３年度末 現在） 

奨学金 入学準備金 合   計 

317 名 98 名 415 名 

⑥ 償還の状況 

 

(4) 寄付金・補助金 

 
  

 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

奨 学 金 
新規 6 名 13 名 3 名 5 名 4 名 

継続 9 名 12 名 18 名 13 名 13 名 

入学準備金 
前期 9 名 3 名 3 名 1 名 3 名 

後期 6 名 11 名 4 名 10 名 12 名 

合   計 30 名 39 名 28 名 29 名 32 名 

貸与総額（円） 14,650,000 18,750,000 13,150,000 13,800,000 15,100,000 

 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

償 還 金（円） 9,952,500 9,177,500 9,920,000 14,837,500 12,137,500 

 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

寄  付  金 650,000 2,450,000 1,720,000 940,000 2,630,600 

市からの拠出金 1,920,000 1,920,000 1,920,000 1,920,000 1,500,000 

合      計 （円 ） 2,570,000 4,370,000 3,640,000 2,860,000 4,130,600 
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3.  ぎのわん教育の日 

市民の教育に対する関心を高め理解を深めるとともに、地域全体で教育の充実と発展を図る取組を推進す

るため、平成 27 年度より 11 月 1 日を「ぎのわん教育の日」に制定。11 月を「教育月間」として家庭・学校・地

域・社会全体で教育に対する気運を高めるため、様々な取組みを推進する。 

また、本市の学校教育、社会教育及び学術文化その他教育の振興発展に貢献し、他の模範として推奨に値

する業績、若しくは善行があったと認められる個人又は団体に対し表彰をする。 

(1) 宜野湾市教育委員会表彰式について 

日時：令和３年 11 月５日（金）15：00～16：00 

場所：宜野湾市民会館２階（中央公民館集会場） 

参加対象者：小中高校生、ＰＴＡ、教育関係者、社会教育関係団体等 約 50 人 

   ※コロナウィルス感染症対策のため、規模縮小、講演会の開催はなし。 

 

(2) 令和３年度表彰者一覧 

功労賞 

①教育、学術、文化及びスポーツの振興発展に貢献し、その功績が顕著なもの 

②学校又は地域でのボランティア活動に貢献し、その功績が顕著なもの 

功労賞９名 

氏 名（団体名） 所属 氏 名（団体名） 所属 

石井 真喜子 がじまる薬局（学校薬剤師） 米須 スミ - 

玉那覇 哲秀 大山小学校 教諭 當眞 嗣英 
宜野湾市 

はごろも学習センター 

前田 美惠子 中頭地区婦人連合会 仲田 忠浩 
宜野湾市 

はごろも学習センター 

下地 智子 元宜野湾市 PTA 連合会 
普天間三区安全見守り

隊 
- 

照屋 清昌 喜友名区自治会   

 

活躍賞 

①有益な調査、研究、発明、発見又は工夫考案をしたもの 

②学習、文化活動又はスポーツに関する大会において優秀な成績を収めたもの 

③特に他の模範となる行為があったもの 

活躍賞３名 

氏 名（団体名） 所属 氏 名（団体名） 所属 

鑓溝 朱里 普天間第二小学校 比嘉 心晴 宜野湾中学校 

新垣 愛梨涼 長田小学校   

 


